
プログラム 

［司会進行］吉田真由美（スポコン機構理事／ノーザンホースパーク顧問） 

第 1 部 

＜ 1 ＞ 

13:00～13:15 （15 分） 
事務連絡・開会挨拶 

［開会挨拶］武藤 芳照（スポコン機構代表理事／東京大学名誉教授／スポーツ医） 

13:15～13:35 （20 分） 講義① ［講師］工藤 保子（スポコン機構理事／大東文化大学 准教授） 

13:35～13:55 （20 分） 講義② ［講師］黒木 崇子（筑波大学大学院 人間総合科学研究科 疾患制御医学専攻（スポーツ医学研究室）／医師／スポーツドクター） 

13:55～14:15 （20 分） 講義③ ［講師］櫻井 康史（スポコン機構理事･事務局長／晴海パートナーズ法律事務所 弁護士） 

14:15～14:35 （20 分） 講義④ ［講師］吉野 隆二郎（よしの法律事務所 弁護士） 

14:35～14:50 （15 分） 休 憩 

＜ 2 ＞ 

14:50～15:10 （20 分） 講義⑤ ［講師］永岡 真理（スポコン機構理事、電動車椅子サッカー日本代表選手"Yokohama Crackers" キャプテン） 

15:10～15:30 （20 分） 講義⑥ ［講師］重森 裕（福岡大学スポーツ科学部（兼担 医学部脳神経外科）教授／医師／博士（医学）） 

15:30～15:50 （20 分） 講義⑦ ［講師］吉村 俊亮（株式会社 AND-U 代表取締役／管理栄養士） 

15:50～16:10 （20 分） 講義⑧ ［講師］手嶋 英津子（eatas 株式会社 代表取締役／管理栄養士） 

16:10～16:25 （15 分） 休 憩 

＜ 3 ＞ 

16:25～16:45 （20 分） 講義⑨ ［講師］増島 みどり（スポコン機構業務執行理事／スポーツライター／法政大学健康学部 講師） 

16:45～17:05 （20 分） 講義⑩ ［講師］手島 基（西日本新聞社 東京支社・運動部長） 

17:05～17:25 （20 分） 講義⑪ ［講師］清水 敦（いずみ薬局 薬局長／薬剤師／スポーツファーマシスト） 

17:25～17:45 （20 分） 講義⑫ ［講師］松島 美菜（黒田薬局、2012 年ロンドン五輪代表競泳選手／薬剤師／スポーツファーマシスト） 

17:45～18:00 （15 分） 
事務連絡・総括 

［総括］上柳 敏郎（スポコン機構副代表理事／東京駿河台法律事務所 弁護士） 

18:00～18:15 （15 分） 移 動 

第 2 部 

18:15～19:30 （75 分） 

交流会 

講師、参加者、主催者等が自由に交流して意見・情報交換を行うと共に、あらかじめ収集された参加者

からの主な質問に回答する。 

 

【 講義内容 】 

1） 私のスポーツとの関わり：高校生時代から現在までスポーツとどのように関わってきたか。 

2） 健全なスポーツのあり方についてのメッセージ：現在の日本のスポーツ界の普及、指導、強化、コンプライアンス、ガバナンス等、

様々な課題とその改善へのメッセージをいくつか。 

3） 将来の進路（それぞれの職業選択へのアドバイス）：いつ、どのように考え、決定したらよいか。 
 

開会挨拶 

武藤 芳照（むとう よしてる） 

総  括 

上柳 敏郎（うえやなぎ としろう） 

司会進行 

吉田 真由美（よしだ まゆみ） 

 

スポコン機構代表理事／東京

健康リハビリテーション総合

研究所所長／東京大学名誉教

授 

 

［略歴］名古屋大学医学部卒

業。整形外科医・スポーツ医として五輪水泳チー

ムドクター、国際水泳連盟（FINA）医事委員等を

長年務めた。東京大学教育学部長、同大理事・副

学長、日体大総合研究所所長等を経て、2018 年 4

月より現職。スポーツ医学、身体教育学の立場か

ら、健全なスポーツの普及・振興や高齢者の転倒

予防等に関する教育・研究・実践活動に従事。少

林寺拳法連盟顧問、日本学生野球協会理事。 

 

スポコン機構副代表理事／東

京駿河台法律事務所 弁護士／

公益財団法人日本スポーツ仲

裁機構執行理事 

 

［略歴］東京大学法学部卒業。

ワシントン大学（米国シアトル）ロースクール LLM

修了、米国ニューヨーク州弁護士登録。東京大学

大学院修士課程修了、法学修士。現在、国際水泳

連盟ドーピング審査委員、日本水泳連盟監事、日

本ヒューマン・ライツ・ウォッチ協会代表理事。 

 

スポコン機構理事／（株）

ノーザンホースパーク顧問 

 

 

［略歴］日本女子大学文学部

卒業。元 WOWOW アナウン

サー（海外サッカー・テニス中継に携わる）。 

 

 

一般社団法人スポーツ・コンプライアンス教育振興機構主催 

高校生・大学生のための健康スポーツセミナー 

～スポーツの価値を守り育む～ 

 

 日時：2022 年 8 月 27 日（土）13:00～19:30 

会場：福岡大学病院 福大メディカルホール 

 
【 本事業の目的と趣旨 】 
高校生・大学生の行うスポーツは、生徒・学生自身の心身の健全育成と仲間づくり、日本のスポーツの普及・振興等のために、重

要な意義を有しています。 

しかし、一方、学校運動部活動をはじめとする各競技スポーツの現場では、体罰・暴力・暴言、各種ハラスメント、ドーピング、

パラドーピング、不正行為、SNSの悪用、未成年者の飲酒・喫煙・薬物乱用等の犯罪・違法行為等のコンプライアンス違反事例が頻

発しているのも事実です。 

一般社団法人スポーツ・コンプライアンス教育振興機構は、2017年 4月の創立以来、「予防に勝る治療はない」の基本理念の下、

「ルールとフェアプレイ精神を守り、スポーツを愛する人々とスポーツの価値を守り育む」ために、健全なスポーツの普及・振興を

目指して、スポーツ・コンプライアンス教育に関わる様々な啓発事業を展開しています。 

今般、日本のスポーツの将来にわたる主要な担い手であり、スポーツに関わる多様な人材の宝庫でもある高校生・大学生を対象と

して、「スポーツが健康であるように」、「スポーツの価値を守り育む」という願いと希望を込め、あわせて将来の日本のスポーツ界に

貢献する有為な専門職の人財育成を図ることを目的として、本事業を企画しました。 

 

 

■会 場：福岡大学病院 福大メディカルホール 

（〒814-0133 福岡県福岡市城南区七隈 7 丁目 45／Tel: 092-801-1011） 

■後 援：公益財団法人 笹川スポーツ財団、一般社団法人九州北部信用金庫協会、西日本新聞社、福岡県薬剤

会、福岡県栄養士会等 

■協 力：健康リハビリテーション内田病院 

■対 象：スポーツを愛し、スポーツに参加している高校生・大学生等。特に資格、職種等は問いません。 

（将来、高校・大学等の教師、医師、弁護士、薬剤師、管理栄養士、ジャーナリスト、スポーツ関連の

企業人等の職業を目指し、スポーツ界に貢献しようという意欲・希望を有している者） 

■参加費：無料 

 

＜お問合せ先＞ 

一般社団法人スポーツ・コンプライアンス教育振興機構 事務局 

 〒105-0003 東京都港区西新橋 1-24-16 平和ビル 7F 

 Tel：03-5521-2205 / Fax：03-3581-2210 / e-mail：info@spo-com.org / Web：http://www.spo-com.org/ 



講師紹介 

講 義 ① 工藤 保子（くどう やすこ） 

 

 

スポコン機構理事／大東文化大学 スポーツ・健康科学部 准教授 

 

［略歴］鹿屋体育大学体育学部卒業、同大学院体育学研究科修了、体育学修士。スポーツ社会学を専門とし、公益財団法人笹川

スポーツ財団に 26 年間勤務し、2017 年 4 月より現職。主な研究テーマは、スポーツ人口、子ども・女性のスポーツ、スポー

ツボランティア。 

 

講 義 ② 黒木 崇子（くろき たかこ） 

 

 

筑波大学大学院 人間総合科学研究科 疾患制御医学専攻（スポーツ医学研究室）／医師／スポーツド

クター 
 

［略歴］佐賀大学医学部卒業。スポーツドクターとしては主に試合会場での大会ドクターやドーピング検査員、選手の健康管理

等を行なっている。2021 年は東京オリンピック・パラリンピック選手村診療所勤務、バーレーンアジアユースパラ大会日本代

表選手団帯同医として活動した。IOC Diploma in Sports Medicine 取得。 

 

講 義 ③ 櫻井 康史（さくらい やすふみ） 

 

 

スポコン機構理事･事務局長／晴海パートナーズ法律事務所 弁護士 
 

［略歴］早稲田大学法学部卒業。中央大学大学院法務研究科修了。 

 

講 義 ④ 吉野 隆二郎（よしの りゅうじろう） 

 

 

よしの法律事務所 弁護士（福岡県弁護士会所属） 
 

［略歴］東京大学法学部卒業。スポーツ少年団協力弁護士。ジュニアスポーツ法律アドバイザー。 

 

講 義 ⑤ 永岡 真理（ながおか まり） 

 

 

スポコン機構理事、（株）マルハングループユニット管理部人事課付 CSR・障がい者スポーツ推

進担当、電動車椅子サッカー日本代表選手"Yokohama Crackers" キャプテン 
 

［略歴］東洋英和女学院大学国際社会学部卒業。2013 年 4 月より現職所属の傍ら電動車椅子サッカークラブ Yokohama 

Crackers キャプテンとして活動。2013 年日本人女性初の日本代表選手としてアジア・太平洋・オセアニアカップに出場・優勝

に貢献、2019 年同大会に出場。2019 年公開電動車椅子サッカードキュメンタリー映画『蹴る』主演。 2021 年 7 月より当機構

理事就任。選手としての活動・競技の普及に精力的に取り組み、障害当事者としても教育・啓発活動に参画している。 

 

講 義 ⑥ 重森 裕（しげもり ゆたか） 

 

 

福岡大学スポーツ科学部（兼担 医学部脳神経外科）教授／医師／博士（医学） 
 

［略歴］2001 年に福岡大学卒業。脳神経外科医としての研磨を行っていたが、縁があり 2017 年より現職（兼任スポーツ科学

部診療所所長）。現在、日本脳神経外傷学会理事、日本臨床スポーツ医学会評議員、九州大学サッカー連盟医科学委員長、福岡

マラソン医療救護部会委員など。詳細は、スポーツ医学研究室 HP（https://www.yutakashige.com/）をご参照ください。 

 

 

 

講 義 ⑦ 吉村 俊亮（よしむら しゅんすけ） 

 

 

株式会社 AND-U 代表取締役／管理栄養士（福岡市） 
 

［略歴］2012 年より、管理栄養士兼パーソナルトレーナーとして活動を開始。フリーランス・会社員という働き方を経験し、

2019 年にスポーツ栄養を軸とした会社を設立。日本国内外で一般人～トップアスリートまでの栄養・食事サポート、トレーニ

ング指導を行っている。 

 

講 義 ⑧ 手嶋 英津子（てしま えつこ） 

 

 

eatas 株式会社 代表取締役／管理栄養士（福岡市） 
 

［略歴］高校・大学の教員として勤務後、企業の管理栄養士として月 1,500 以上のレシピを作成、管理。2015 年に全国初の授

業用食育アプリを開発(36 万ダウンロード/2022 年 3 月現在)。Apple Distinguished Educator にも選出され、テクノロジーを活

用し適切に栄養管理を提供できるセカイを目指している。 

 

講 義 ⑨ 増島 みどり（ますじま みどり） 

 

 

スポコン機構業務執行理事／スポーツライター／法政大学健康学部 講師 
 

［略歴］学習院大学法学部卒業。スポーツ紙記者を経て、フリーのスポーツライターに。長年、五輪やプロ野球、サッカーのワ

ールドカップ等、数多くの国内外のスポーツ現場の取材を精力的に行い、多数の著作を世に出す。『6 月の軌跡』（文芸春秋）で

ミズノ・スポーツライター賞受賞。 

 

講 義 ⑩ 手島 基（てしま もとし） 

 

 

西日本新聞社 東京支社・運動部長（福岡市） 
 

［略歴］早稲田大学教育学部卒業。支局勤務の後、五輪実施競技や大相撲を中心にスポーツ全般を取材。西日本新聞社主催、共

催の全日本選抜柔道体重別選手権と金鷲旗・玉竜旗高校柔剣道大会、九州一周駅伝（2013 年終了）を長く担当。 

 

講 義 ⑪ 清水 敦（しみず あつし） 

 

 

いずみ薬局 薬局長／薬剤師／スポーツファーマシスト（福岡市） 
 

［略歴］福岡大学薬学部卒業。病院、薬局勤務を経ていずみ薬局にて勤務。公益社団法人福岡県薬剤師会 理事。一般社団法人福

岡市薬剤師会 理事。処方箋調剤、健康相談、在宅医療を中心に、公式スポーツファーマシストとして競技者やチームスタッフの

方へのサポート、子供向けの食育と料理教室を融合した「食育レクリエーションイベント」を開催している。 

 

講 義 ⑫ 松島 美菜（まつしま みな） 

 

 

黒田薬局、2012 年ロンドン五輪代表競泳選手／薬剤師／スポーツファーマシスト 
 

［略歴］日本大学薬学部卒業。大学在学中の 2012 年、ロンドンオリンピック競泳日本代表として 100M 平泳ぎに出場。現在は

薬剤師として勤務する傍ら、水泳の普及活動、アンチ•ドーピング 活動に力を入れている。 

 


